
1990年出土の木簡

総
国
府
所
在
地
問
題
と
関
連
し

の
小
字
名
が
残
っ
て
お
り
、
上

「
一
ノ
坪
」

「
ニ
ノ
坪
」

木
簡
の
釈
文
・
内
容

「＜
口

□

米
五
斗
」
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3
2
 

木
簡
の
形
態
は
、
長
方
形
の
板
目
材
の
上
部
に
両
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
片
面
の
み
書
か
れ
て
い
た
が
、
墨
痕
は
薄
く
赤
外
線

な
ど

(1) 

整
備
以
前
ま
で
、
明
瞭
な
条
里

8
 

こ
ま
‘

,
1
,
'
 

一
九
六

0
年
代
の
圃
場

分
尼
寺
が
あ
る
。
本
遣
跡
周
辺

台
地
上
に
は
上
総
国
分
寺
・
国

態
も
良
好
で
、
曲
物

・
下
駄
・
大
足
・

刀
子
形

・
漆
器
皿
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遣
跡
の
年
代

千
葉
県
市
原
市
市
原

一
九
九

0
年
度
調
査

九
九
一
年
三
月

水
田
跡
・
古
代
道
路
跡

古
代
・
中
世
・
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九

0
年
（
平
2
)

四
月
!
-

市
原
条
里
制
遺
跡
は
、
市
原
市
北
西
部
に
広
が
る
標
高
約
五

m
の
沖
積
平
野

に
位
置
し
、
南
約
一
・
五
km
の

7
 

が
で
き
た
。

6
 

5
 

4
 

大
谷
弘
幸

調
査
は
東
関
東
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
、

試
掘
調
査
が
、

一
九
八
八
年
に
は

一
九
八
八
年

1
一
九
八
九
年
に
は
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
現

半
・
中
世
後
半
・
近
世
の
四
面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
の
水
田
区

画
も
前
段
階
の
畦
畔
と
位
置
を
同
じ
く
し
て
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
条
里
的
土
地
区
画
に
先
行
し
て
造
ら
れ
た
、
幅
約
五

m

で
両
側
に
約
二

m
の
側
溝
を
有
す
る
古
道
跡
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
上
総
中
心

地
域
で
の
土
地
利
用
、
交
通
網
の
一
端
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と

遺
物
の
量
も
多
く
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
灰
釉
陶
器
・
緑
釉
陶
器
・
青
磁
．

中
世
陶
器
な
ど
の
ほ
か
、
鉄
鏃
・
銅
銭
も
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
の
遣
存
状

木
簡
は
、
古
代
の
水
田
畦
畔
跡
（
幅
約
―

m
で
南
側
に
水
路
を
伴
う
）
の
南
側
よ

り
一
点
出
土
し
た
。

3

発

掘

機

関

勧

千

葉

県

文
化
財
セ
ン
タ
ー

2

調
査
期
間

J

れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
条
里
的
土
地
区
画
の
水
田
跡
を
古
代
・
中
世
前

1

所
在
地

在
本
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ち
は
ら

千
葉

・
市
原
条
里
制
遺
跡

て
古
く
か
ら
注

H
さ
れ
て
い
た
。
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゜
9

関
係
文
献

衛
「
関
東
地
方
の
条
里
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

博
物
館
平
川
南
氏
か
ら
多
大
の
ご
教
示
を
得
た
。

札
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
。

テ
レ
ビ
で
観
察
し
た
結
果
五
文
字
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
下
部
の
「
米
五
斗
」

の
文
字
が
判
読
さ
れ
た
。
文
字
内
容
か
ら
こ
の
木
簡
は
、
米
の
移
動
に
伴
う
付

な
お
、
木
簡
釈
文
の
作
成
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗

大
谷
弘
幸
・
笹
生

一
九
八
九
年
）

乙
玲
ふ
牙
土
ヤ

（
大
谷
弘
幸
）
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